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要 旨 
 『山月記』は 1942 年に雑誌『文学界』に掲載された中島敦のデビュー作で
あり、中国の唐代伝奇小説『人虎伝』による翻案小説である。内容としては詩
人となる望みに破れて虎になってしまった男·李徴が、自分の数奇な運命を友
人の袁傪に語るという変身譚である。『山月記』における主人公李徴は複雑な
性格の持ち主であり、自我分裂的な人物として描かれている。彼が人身人心と
いう完全な人間から虎へ変え、その後人間の心を失ったり取り戻したりして虎
身人心と虎身虎心の間に繰り返し変化し、人間の心を持つ時間が短くなり、次
第に完全な虎となってしまったのである。また、中島敦は李徴の変身譚から自
分の精神と共鳴するものを発見し、自分の抱えるアイデンティティの問題を分
裂的な李徴に投影した。本稿において中島敦は「人間の声」「人間の心」「自分
の中の人間」「あさましい身」等の曖昧な抽象的な表現を用い、李徴の繰り返
し変身する存在状態を説明している。これらの表現だけでは李徴当時の存在状
態が人間なのか虎なのか判断しにくく、翻訳に困難をもたらしている。 
 中国において、『山月記』の中国語訳にはすでに十種類あり、例えば盧錫熹
訳、鄭秀美訳、孫大寿訳、韓氷･孫志勇訳といった四つの中国訳が挙げられる。
この四つの代表的な訳本において、李徴の存在状態の関連表現に対する翻訳は
かなり異なっており、中には誤訳まで存在している。本研究はこの四つの中国
語訳における李徴の存在状態に関する曖昧で抽象的な表現を分析し、その翻訳
方法とストラテジーを検討することを目的としており、さらに『山月記』翻訳
研究に新たな光を当てようとするものである。 
 本論は三つの部分からなる。 
 第一章では、代表的な四つの『山月記』の中国語訳を取り上げ、訳本の基本
情況や翻訳の特徴を紹介し、研究対象となる理由を明らかにする。 
 第二章では、中島敦が中国の原典である『人虎伝』をどのように解釈し直し、
さらに中島敦自身と李徴の関係を解明する。また、李徴の存在状態について、
中島敦は曖昧な表現を用いるため、中国語に翻訳する際困難となることを述べ厦
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る。 
 第三章では、四つの中国語訳における李徴の存在状態に関する表現の翻訳を
比較し分析する。四つの中訳本の翻訳手法や言葉使いの分析によって、李徴の
存在状態をよく理解できるかどうかを探究し、適切な翻訳ストラテジーを明ら
かにする。 
 本研究は『山月記』の四つの代表的な訳本を対象として分析し、李徴の存在
状態に関する表現の中国語訳に存在する問題点を解明するとともに、中島敦の
翻案意図をよく理解したうえで翻訳を行うべきだと指摘した。つまり、翻訳の
ストラテジーは「訳者」によって決めるものではなく、「作品」そのものの形
式と内容によって決定されるのである。 
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摘 要 
  《山月记》是日本作家中岛敦的处女作，登载于 1942 年 2 月号的《文学界》
杂志上，根据中国唐代传奇小说《人虎传》改编而成。《山月记》描述了一心想
成为诗人的男子李征，最终愿望破灭变成老虎，向自己的好友袁参倾诉自己的变
身遭遇的故事。《山月记》的主人公李征是一个性格复杂、自我分裂的“人”，他
从具有人身人心的纯粹的人变身为虎身，之后“人性”时而消失时而恢复，不断
在虎身人心和虎身虎心之间变化，且拥有“人性”的时间越来越短，最终沦为了
纯粹的老虎。中岛敦对李征的变身深有感触，李征的分裂人格正是影射了他对于
自我认同的困惑。本文中中岛敦采用了“人間の声”、“ 人間の心”、“自分の中
の人間、“ あさましい身”等暧昧抽象的表达来说明李征不断变化的存在状态。
仅从这些语句很难判断李征当时究竟是人是虎，给翻译带来了很大困难。 
  中国现存的《山月记》中译本达十种之多，其中最具有代表性的有卢锡熹译
本、郑秀美译本、孙大寿译本、韩冰･孙志勇译本等四个中译本。这四个代表性
译本对于与李征的存在状态相关的表达的翻译有较大不同，甚至出现了误译现
象。本研究通过分析这四个中文译本如何对李征的存在状态相关的模糊而抽象的
表现进行翻译，试图总结出有利于提高翻译水平的翻译策略，以期给《山月记》
研究和翻译带来新的曙光。 
  本文分为三章论述。 
  第一章选取《山月记》的四个代表性的中译本，介绍译本的基本情况及翻译
特色，并阐述了将这四个中译本作为研究对象的理由。 
  第二章分析《山月记》与原典《人虎传》的差异，解析中岛敦的翻案特色，
试图探讨中岛敦与李征的人物造型之间的关系。并在此基础上阐明中岛敦对李征
的存在状态的表述十分模糊，这给翻译带来了一定困难。 
  第三章比较《山月记》的四个代表性译本中关于李征存在状态的表现，分析
译者是否准确理解了中岛敦的翻案意图，从而阐明在翻译李征的存在状态时应当
采用什么样的翻译策略才能达到较好的翻译效果。 
  本研究以《山月记》的四个代表性中译本为考察对象，论述了在翻译李征的厦
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存在状态时译文存在的问题，并指出必须在充分揣摩中岛敦的翻案意图的基础上
进行翻译。即翻译策略不是由译者决定的，而是由作品本身的形式和内容决定的。 
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 1
はじめに 
中島敦と『山月記』 
 中島敦（1909 年〜1942 年）は「最も芥川龍之介に近い」①作家と評されてい
る。中島敦の創作活動は第一高等学校時代（1926 年〜1930 年）まで遡ること
ができるが、その作品が文壇に現れたのは、1942 年 2 月号の『文学界』に掲
載された『古譚』（『山月記』『文字禍』を含む）が初めてであり、同年末の
12 月 4 日に喘息の悪化による心臓麻痺で死ぬまで、職業作家としての活動は
一年にも満たない。この一年と、南洋行（1941 年 6 月〜1942 年 3 月）前の横
浜高等女学校教員時代（1933 年 4 月〜1941 年 3 月）の数年間（1939･40･41 年）
を含めれば、その代表作――『山月記』・『わが西遊記』・『弟子』・『名人伝』・『李
陵』等は中国の古典に取材した作品が集中している。 
 デビュー作である『山月記』は、清朝の説話集『唐人説薈』 (『唐代樷書』)
における唐代伝奇小説『人虎伝』②から取材し、『李陵』と並んで最も人口に膾
炙している。内容としては中国唐代、詩人となる望みに破れて虎になってしま
った男·李徴が、自分の数奇な運命を友人の袁傪に語るという変身譚である。
この原典は、唐人・李景亮によって書かれた怪奇譚『人虎伝』であるが、『人
虎伝』のもつ怪奇的興味と全く異質の「人間の心の世界」とでもいうべきもの
が、展開されているのである。 
 本稿が『山月記』を考察対象とする理由は以下の通りである。『山月記』は
以前から日本の高校の教科書に頻出し、「中島の小説で最初に中国に翻訳され、
世評を得た」③作品であり、「彼の全作品のうち最も優れた出来栄えのもの」④
とされていること。次に、『山月記』は中島文学の中で今迄最も数多く、しか
                                                        
①
中村光夫．青春と教養――中島について――[A]．勝又浩･山内洋．中島敦『山月記』作品論集[M]．東
京:クレス出版、2001．第 22 頁． 
②
上尾龍介．人虎傳と山月記[J]．九州：中国文学論集(4)、1974．第 91-104 頁． 
③
中村光夫．青春と教養――中島について――[A]．勝又浩･山内洋．中島敦『山月記』作品論集[M]．東
京:クレス出版、2001．第 9 頁． 
④
中村光夫．青春と教養――中島について――[A]．勝又浩･山内洋．中島敦『山月記』作品論集[M]．東
京:クレス出版、2001．第 9 頁． 
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も細密に論じられてきた作品であることからである。 
先行研究と問題意識 
 中島敦は 1942 年 12 月に亡くなったが、日本において、中島敦という作家が
本格的に研究され出したのは戦後のことであり、『山月記』の最初の研究も、
緒についたばかりの 1953 年である。一方、中島敦の小説が初めて中国語に翻
訳され、世評を得たのは『山月記』であるという。これは中島敦が亡くなった
後十ヶ月も足らぬ 1943 年 10 月に中国の『風雨談』という雑誌に掲載された盧
錫熹訳『山月記』であることを指す。確かに中島敦の全ての作品を中国語に翻
訳し、『夏目漱石全集』のように全集の形で出版されたものはないが、よく探
してみると、中島敦のいくつかの作品が中国語に翻訳され、小説集という形で
出版された単行本は三冊あると分かる。そして、『山月記』がいずれの翻訳小
説集にも存在するということはいろいろな意味を持っている。 
 また、『山月記』の中国語訳研究の第一人者である馮裕智は中島敦が亡くな
った 1942 年から 2011 年までの『山月記』中国語訳と作品研究の歴史と内容を
詳しく説明している。①馮裕智の同文章によって、『山月記』の翻訳状況を整理
して見ると、以下の表 1.1 のようになる。② 
表 1.1 各種中国語訳『山月記』 
出版
順序 
出版
年代 
出版年
月 
出版社
名 
雑誌・書籍名 号数 翻訳者 説明 
1 1940
年代 
1943 年
10 月 
 雑誌『風雨談』 第 6 期 盧錫熹  
2 1944 年
8 月 
太平出
版印刷
公司 
小説集『李陵』  盧錫熹 初訳本 
3 1980
年代 
1985 年  雑誌『日本文
学』（季刊） 
第 2期 孫大寿 最 初 の
重 訳 本
(？ 1985
年1月に
鄭 秀 美
訳) 
4 1985 年  雑誌『日語学習 第 6期 田忠魁 詳 し い
                                                        
①
冯裕智．2012．中岛敦《山月记》在中国的译介与研究[J]．北京：日语学习与研究（4）．第 93-98 页． 
②
冯裕智．2012．中岛敦《山月记》在中国的译介与研究[J]．北京：日语学习与研究（4）．第 93-98 页． 
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6 月 与研究』（隔月
刊） 
注・日中
対訳 
5 1990
年代 
1996 
年 
海峡文
芸出版
社 
『世界短篇小
说精品文库・日
本卷』 
 孫大寿 孫 大 寿
の 訳 文
が 収 録
される 
6 1998 
年 3 月 
星光出
版社 
小説集『山月
記』 
 鄭秀美 台 湾 の
初 訳 本
（ ？ 再
版訳本） 
7 2000
年代 
2001 
年 3 月 
内蒙古
少年儿
童出版
社 
『日本短篇小
说经典』 
 馮裕智
主編 
い く つ
か の 言
葉 の 違
いの他、
孫 大 寿
の 潤 色
訳 と 言
える 
8 2007 年
6 月 
中国科
学技術
大学出
版社 
『日本近现代
文学名家名作
集粹』 
 王述坤 略 語 で
翻訳 
9 2007 年
11 月 
外語教
学与研
究出版
社 
『日本文学翻
译读本』 
 閻萍 翻 訳 習
作 と し
て 収 録
さ れ
る・日中
対訳 
10 2009 年
1 月 
中国宇
航出版
社 
『一生必读的
日文名篇佳作』 
 劉徳潤 抄訳 
11 2010
年代 
2011 年
6 月 
上海外
語教育
出版社 
『中岛敦作品
选』 
 張敏生 抄訳 
注：（？内容）＝筆者の調査結果。 
 表 1.1 によると、『山月記』を完全に翻訳した中国人訳者は盧錫熹、孫大寿、
田忠魁、鄭秀美、閻萍であることが分かる。その他に、韓氷・孫志勇共訳①も
ある。また、以上示した『山月記』の中国語訳本の収集の他に、馮裕智は『山
月記』の中国人訳者の背景知識の調査、『山月記』の作品研究の列記と分析も
行い、『山月記』の中国語翻訳歴史と研究の現状に多大な貢献をしたと言える。
                                                        
①
韩冰、孙志勇．2013．山月记[M]．上海：中华书局．第 1-9 页． 
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しかし、馮裕智の中国語訳研究は訳本の出版時期に間違いがあり、考察範囲が
広すぎるためであろうか、資料の収集と簡単な分析に止まり、『山月記』のテ
クストの細部に触れることは、ほとんどない。 
 馮裕智の他に、『山月記』の中国語訳を研究対象としているのは温舒である。
温舒は間テクスト性理論に基づき、『山月記』を研究ケースとして扱い、原文
と中国語訳の対応した間テクスト符号についての分析を言葉・文・文型に分け、
間テクスト符号による異なる程度の敏感さが訳文の品質に影響を与えること
を証明した。①温舒の『山月記』中国語訳研究は視点が特別であり参考に値す
るが、韓氷・孫志勇による共訳『山月記』②とネット上の梁艶萍訳『山月記』③
だけを取り上げたため、説得性が足りない。管見の限り、以上言及した二つの
文章の他に、『山月記』の中国語訳に関する研究はほとんど見当たらない。 
 『山月記』において、虎へ変身する前の李徴は完全な人（人身人心）であり、
変身中に完全でない人＝完全でない虎（虎身人心）と完全な虎（虎身虎心）の
間を繰返し変化している。本稿はこの変身前後に限界が曖昧な三つの有り様を
当時の李徴の「存在状態」と呼ぶことにする。その存在状態を中島敦が「人間
の声」「人間の心」「自分の中の人間」「あさましい身」等、抽象的な表現で描
いているが、『山月記』中国語訳におけるこれらの表現に対する翻訳はそれぞ
れ異なっており、曖昧である。これらの表現は主題に関わっているが、翻訳と
いう視点から研究されたことはほとんどなかった。 
 また、直訳（literal translation）と意訳（free translation）は実際の
翻訳における基本的な課題であり、翻訳における二つの方法でもある。Nord 
Christianeは直訳と意訳についての論争が翻訳研究分野の内外における最も
頻繁に論議されている話題であることを指摘している。④長年、直訳と意訳に
関する論争は続いており、未だに定説となっていない。⑤また、ロラン・バル
ト（Roland Barthes）は全ての言語記号が所記（概念・意味内容）と能記（音
                                                        
①
温舒．2015．互文性视角下《山月记》的翻译研究[D]：[硕士学位论文]．吉林大学外国语言学及应用语
言学系． 
②
韩冰、孙志勇．2013．山月记[M]．上海：中华书局．第 1-9 页． 
③
梁艳萍．2016．山月記[Z]．http://www.360doc.com/content/16/0614/05/20714567_567576193.shtml
（2017 年 2 月 1 日访问网页） 
④Nord Christiane. 2001. Translating as a Purposeful Activity- Functionalist Approaches Explained[M]. 
Shanghai :Shanghai Foreign Language Education Press. p.94.  
⑤Basil Hatim, Ian Mason. 2001. Discourse and the translator [M]. Shanghai :Shanghai Foreign Language 
Education Press. p.5.  
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 5
声・文字形式）からなっていると主張する。①従来の直訳と意訳の間の論争は
作品における意味内容と文字形式と深く関わっている。例えば、意訳が原文の
内容しか伝えることができないのに対して、直訳は内容と形式の両者を保存す
ることができるとし、後者のほうが優れていると主張する研究者も多い。②一
方、文化的側面を重視する翻訳研究において、直訳しすぎると、内容が理解し
難く誤訳になるケースもしばしば挙げられる。③さらに、直訳と意訳を調和さ
せる中立派もある。④即ち、従来の研究においては、直訳と意訳が二つの翻訳
手法として簡単に優劣をつけることはできないとされている。また、全ての文
学作品が直訳と意訳と二つの方法で翻訳でき、訳者次第で変わると考えている
人もいる。⑤李徴の存在状態に関する表現を含む『山月記』の翻訳においても、
直訳と意訳は基本的な手法となっている。 
 本稿は、盧錫熹、鄭秀美、孫大寿、韓氷･孫志勇による四つの中国語訳『山
月記』における李徴の存在状態に関する表現を取り上げ、比較して分析するこ
とによって、『山月記』を翻訳する際にいかに直訳と意訳という二つの手法を
組み合わせて翻訳するのかを明らかにしたい。 
本稿の構成 
 本稿は次の三つの部分からなる。 
 第一章は、『山月記』の中国語訳を概観し、研究対象となる訳本を明確にし、
訳本の特徴や関連情況等を詳しく説明する。 
 第二章は、中島敦による李徴の変身譚と自我分裂について分析を行う。先ず
は『山月記』は底本の『人虎伝』との違いを研究し、中島敦の翻案の特徴を見
出す。次は李徴の人物造型と中島敦の関係を解く。最後に『山月記』における
李徴の変身前後の状態を研究する。 
 第三章は、李徴の存在状態に関する表現を翻訳する時に出現する問題点を具
体的な例文を取り上げて分析する。これらの問題点を不明確な訳語選択、同じ
言葉の翻訳不一致、意訳による誤訳というように三つに分け、具体的な分析を
                                                        
①
转引自黄天源．1998．直译和意译新探［J］．重庆：外国语文 67(1)．第 74 页． 
②
转引自胡晨飞．2009．“直译”“意译”之历史溯源与理论界说［J］．重庆：英语研究(1)．第 53 页． 
③
黄天源．1998．直译和意译新探［J］．重庆：外国语文 67(1)．第 77 页． 
④
转引自胡晨飞．2009．“直译”“意译”之历史溯源与理论界说［J］．重庆：英语研究(1)．第 53 页． 
⑤
冯庆华．2008．实用翻译教程：英汉互译（增订本）［M］．上海：上海外语教育出版社．第 42 页． 
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加える。この分析によって、四つの中国語訳はどれが最も原文に忠実か、どれ
が誤訳をしたか等を解析していく。また、具体的な分析によって、四つの中国
語訳の特徴をより深く理解し、翻訳する時の注意すべき点も見出していきたい。 
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第一章 代表的な『山月記』中訳本 
1.1 盧錫熹の中訳本 
 『山月記』が 1942 年 2 月に発表され、同年の 12 月に作者の中島敦が死んで
しまったことはよく知られている。盧錫熹訳『山月記』は中島敦が他界して一
年も経たぬ 1943 年 10 月に『風雨談』という雑誌に掲載された。①この中国語
訳『山月記』の発表後、盧錫熹が『李陵』『文字禍』等の翻訳に取りかかった。
1944 年に、『山月記』をはじめとする中島敦の代表作の中国語訳が『李陵』②と
いう題目で上海太平出版公司によって翻訳小説集という形で出版された。この
翻訳小説集は当時の日本学界の関心を集めた。例えば、中村光夫は「中島敦の
作品が上海に紹介され、好評を博しているといふ」と述べている。③また、当
時太平公司の顧問としての草野心平もこの小説集について「一部の人たちには
好評だった」④とコメントしている。さらに、福永武彦編集の『中島敦・梶井
基次郎』においても、「中島敦著作目録」⑤に盧訳『李陵』⑥に言及した。 
 盧訳『山月記』の中国に与えた影響について、武田泰淳は中村光夫の「好評」
と反する感覚を持っており、「中国の読者には逆効果をもたらす」と言ってい
る。⑦にもかかわらず、雑誌上の文章から小説集に収集されるに至るまでとい
うことは、盧訳『山月記』中国読者に人気がある証拠の一つであろう。また、
『山月記』の他訳本が共存している時期にも、盧訳『山月記』は翻訳テクスト
として中国における中島敦研究の第一人者である李俄憲に愛用されている。
                                                        
①
转引自冯裕智．2012．中岛敦《山月记》在中国的译介与研究[J]．北京：日语学习与研究（4）．第 93
页． 
（盧锡熹．1943．山月記[J]．上海：风雨談(6)．） 
②
盧錫熹．1944．李陵[M]．上海：太平出版印刷公司．第 119-126 頁． 
③
中村光夫．青春と教養――中島について――[A]． 勝又浩･山内洋．中島敦『山月記』作品論集[M]．東
京:クレス出版、2001．第 9 頁． 
④
草野心平．太平洋書局と「李陵」[A]．中村光夫ら．中島敦研究[M]．東京：筑摩書房、1978．第 291
頁. 
⑤
福永武彦．中島敦著作目録[A]．福永武彦．中島敦･梶井基次郎[M]．東京:角川書店、1959．第 177 頁． 
⑥
盧錫熹．1944．李陵[M]．上海：太平出版印刷公司．第 119-126 頁． 
⑦
武田泰淳．中島敦の狼疾について[A]．鷺只雄．中島敦[M]．大阪：文泉堂出版社株式会社、1977．第
64 頁． 
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